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平成 29年９月定例記者会見 

【９月８日(金)午前 11時 30分／４階特別会議室】 

 

会見項目 

１ 宮古運動公園復旧記念事業「JFA・キリンビッグスマイルフィールド」について 

（生涯学習課） 

２ 第３３回みやこ秋まつりについて                （観光港湾課） 

３ 客船「ぱしふぃっくびいなす」の寄港について          （観光港湾課） 

４ 田老地区産直・交流施設オープニングセレモニーについて       （水産課） 

５ 日本野球機構主催「野球教室・審判教室」について        （生涯学習課） 

６ 第４回宮古市長杯スナッグゴルフ大会について          （生涯学習課） 

７ 陸中秋紀行２０１７「宮古秋刀魚フェスタ」について       （観光港湾課） 

８ 海上自衛隊多用途支援艦「すおう」入港について         （危機管理課） 

９ 第２３回宮古市産業まつりについて            （産業支援センター） 

 

 

会見内容 

  別紙資料１～９のとおり。 

 

記者との質疑 

河北新報記者 

  資料４の田老地区産直・交流施設に関連して、産直施設が今度完成したことによって、

立命館ドームは今後どうなりますか。 

市長 

  無料の休憩施設にするとか有効に活用してまいります。 

河北新報記者 

  道の駅たろうに整備される残りの施設のスケジュールはどうなっていますか？ 

市長 

  国土交通省が整備するトイレ休憩・交通情報施設、駐車場は平成３０年２月、宮古市

が行う外構工事も平成３０年２月を完成予定としています。 

読売新聞記者 

  道の駅たろうの本格オープンはいつごろになりますか？ 

市長 

  施設完成後の準備期間も考慮し、今年度末か来年度はじめを目指しています。 
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岩手日報記者 

  資料７の秋刀魚フェスタに関連して、（宮古港にサンマの水揚げがないため）サンマふ

るさと便の出発式が中止となったことについての受け止めと今後の対策を伺います。 

市長 

  今年もサンマが不漁ということ、このあいだは台風通過の影響で宮古港への入港がか

なわなかったことなど、今の時期の水揚げは難しいため出発式は中止としたものです。

状況を見ながらとなりますが、９月 24日開催の「秋刀魚フェスタ」には間に合ってほし

いと願っています。 

岩手日報記者 

  天候の影響が大きいのでしょうか？ また、サンマふるさと便の受け付けも始めてい

たのではないですか？ 

市長 

  今年のサンマ漁について専門家は、平年より資源量が少ないと見ているようです。ま

た、今の漁場が北海道のはるか沖なので、宮古だけでなく遠距離となる本州の港にはな

かなか水揚げされない、という状況です。サンマふるさと便の申し込みを受けた分は水

揚げがあり次第発送する予定です。（←下線部に関して、記者会見後の９月１５日、今年

のサンマふるさと便を中止することが決定となりました） 

読売新聞記者 

  今ごろ（９月８日）になってもサンマの水揚げがないことはあったのでしょうか？ 

市長 

  ８日になっても水揚げが無いという状況ははじめてであると聞いています。資源が少

ないといわれますが、原因を調べてみる必要があるのかなと思っています。国は漁獲の

あり方を各国と調整しているようなので国の動きも注視していきます。 

岩手日報記者 

  目黒のさんま祭りへのサンマの提供はどうされますか？ 

市長 

  水揚げが無ければ、平成 25 年や昨年と同じように、北海道産を送ることになります。

海洋深層水氷に詰め替えて鮮度が落ちないよう届けます。 

ＩＢＣ岩手放送記者 

  北朝鮮のミサイルにはどう対応していくのか、想定していることを教えてください。

また、避難場所は開設するのでしょうか。 

市長 

  国・県と情報共有して危機管理担当者が連絡し合って対処していきます。発射から５

分で通過してしまうので安全な場所を自分で確保する以外に方法はないと思いますが、

情報はしっかり市民の人に伝わるようにします。 

  短時間に安全を確保しなければなりませんから、避難場所を開設するというより、こ
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ういう所に居るときはどう行動すればいいかというような情報をあらかじめ住民の方に

は伝えていきたいと思います。 

ＩＢＣ岩手放送記者 

学校の登校時間を遅らせた自治体もあるようですが、宮古市は同様の対応を考えてい

ますか。  

市長 

  子どもたちが居るところが安全であることが前提。２発目がある場合を想定すれば、

鉄筋コンクリートの頑丈な学校に避難するのが安全と思いますので、登校を控えること

が最善策というわけでもないと思っています。 

  実際は、日本に落下しそうなら、迎撃してもらうしかないですが、必要なときは相応

の指示を出して対処します。 
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資料１ 宮古運動公園復旧記念事業「ＪＦＡ・キリンビッグスマイ 

ルフィールド」について 

趣旨・ 

目的 

サッカーを通じた子どもたちの笑顔づくり、そして、子どもたちの笑

顔が大人の笑顔に、地域全体、東北全体の笑顔と元気につながるように

行うイベント。 

日時 ９月１０日(日)午前９時～午後４時（雨天決行、荒天中止） 

 

場所 宮古運動公園陸上競技場 

主催など 主催：キリングループ 

共催：公益財団法人日本サッカー協会 

後援：岩手県教育委員会、宮古市、宮古市教育委員会 

 

内容 ■元サッカー日本代表が教えるサッカー教室（申込受付終了） 

 ①10:00～11:40 小学生経験者向け 

 ②13:40～15:20 小学生未経験者向け 

 ◇講師：水沼
みずぬま

貴史
た か し

氏、小島
こ じ ま

伸
のぶ

幸
ゆき

氏、秋田
あ き た

豊
ゆたか

氏、中西永
なかにしえい

輔
すけ

氏 

■ボールを使った体験型サッカーアトラクション（参加自由） 

 キックターゲット、キックスピード、ミニスマイルフィールド（ミニ

サッカー教室）、フォトコーナー 

■地元特産品のお振る舞い（11:00～14:00、先着順） 

 ひっつみ汁、カレー、真崎焼 

 

特記事項 ◎キリングループはこれまで、岩手県・宮城県・福島県内の小学校 693校

で「JFA・キリンスマイルフィールド」としてサッカー教室を実施。 

宮古市では、田老第一小学校（2012年）、小国小学校（2012年）、崎山

小学校(2013年)、花輪小学校（2013年）、千徳小学校（2014年）、江繋

小学校（2014年）で実施された。 

◎サッカーアトラクションや特産品のお振る舞いも同時に行う「JFA・キ

リン“ビッグ”スマイルフィールド」は今回初めて開催されるもの。 

 

問い合せ 市教育委員会 生涯学習課 体育振興係（☎６８－９１２０） 
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資料２ 第３３回みやこ秋まつりについて 

 

趣旨・ 

目的 

市民参加型の「手踊り」や「船山車運行」を行い、市民の連帯感を深

め、活気あるまちづくりに寄与するとともに、宮古市全体の活性化を図

る。 

 

期日 ９月１６日(土)・１７日(日) 

 

主催 みやこ秋まつり実行委員会 

 

時間・ 

場所・ 

内容 

■市民手踊りパレード（18:00～21:30） 

コース：振興局～あいさつ通り～末広町～中央通り～向町で解散 

※１７日(日)は、仲見世バルバロスがゲスト参加 

■船山車運行（18:00～21:30） 

 コース：振興局～あいさつ通り～末広町～中央通り～向町～大通り 

～宮古駅前～あいさつ通り～振興局 

■お祭り広場 

 場所：末広町 

■お祭りステージ 

場所：中央通 

 

特記事項 ◎お祭りステージではゲスト出演者がジャグリングを披露（２日間とも） 

・出演者：ＴＶチャンピオン「ジャグラー王選手権」初代優勝者 

     Ｍｒ．Ａｐａｔｃｈ（ミスターアパッチ）氏 

 

問い合せ みやこ秋まつり実行委員会（☎６４－４２３０） 
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資料３ 客船「ぱしふぃっくびいなす」の寄港について 

 

要旨 客船「ぱしふぃっくびいなす」が宮古港に寄港する。 

日時 ９月２１日(木)  （入港：午前１０時、 出港：午後５時） 

場所 宮古港藤原ふ頭 Ｆ８バース 

主催 宮古市、宮古港利用促進協議会 

内容 ■歓迎セレモニーや岸壁での歓送迎アトラクション、市民参加によるお出迎

え、お見送りなどを実施。 

(洋上歓迎)◇宮古海上保安署巡視艇「はつかぜ」による歓迎放水 

◇国立宮古海上技術短期大学校のカッターや練習船「月山」によ

る洋上歓迎（櫂立て等） 

 (入港歓迎)◇崎山小学校３・４年生による「崎小ソーラン」（9:50頃） 

      ◇山口保育所、花輪保育所児童による手作り手旗（※）での 

お出迎え  ※「歓迎」を伝える Ｕ Ｗ
ユー・ダブリュー・

Ⅱ
ツー

旗を手作り 

◇歓迎セレモニー（10:10～） 

(寄 港 中)◇乗船客、クルーへの「サンマのすり身汁」お振る舞い 

◇地元特産品の販売 

◇サーモンくん、みやこちゃんのエアートランポリン設置 

 (出港見送)◇河南中学校吹奏楽部による吹奏楽演奏（16:45～） 

◇市民参加によるビッグフラッグ（※）による見送り 

※「ご安航を祈る」を伝える Ｕ Ｗ
ユー・ダブリュー

旗（10m×7.5m×２枚） 

■今回用意されているオプショナルツアー 

 ①ウミネコとめぐる浄土ヶ浜遊覧（定員７０名） 

 ②碧き地底湖・龍泉洞と浄土ヶ浜（定員３８名） 

 ③レトロ列車で行くどっぷり三陸の幸と景勝地めぐり（定員３８名） 

  

特記事項 ◎客船「ぱしふぃっくびいなす」は、本年６月に続き通算 10回目の寄港。 

◎今回のクルーズは、日本で最初のクルーズ専門旅行会社「クルーズのゆたか

倶楽部」によるチャータークルーズ。 

 

問い合せ 市観光港湾課 港湾振興室（☎６８－９０９３） 
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資料４ 田老地区産直・交流施設オープニングセレモニーについて 

趣旨・ 

目的 

宮古市田老二丁目地内の道の駅「たろう」内にある、田老地区産直・交流

施設が完成したことから、オープニングセレモニーを開催する。 

 

日時 ９月２３日(土) 午前１０時３０分～１１時 

 

場所 道の駅「たろう」内 田老地区産直・交流施設（宮古市田老二丁目地内） 

 

主催 宮古市 

 

内容 ■オープニングセレモニーの内容 

市長あいさつ 

来賓祝辞 

祝電披露 

木製品寄贈（販売台・テーブル・椅子） 

施設愛称命名者・看板デザイン者の紹介 

テープカット 

 

特記事項 ◎来賓（案内先） 

 東北地方整備局三陸国道事務所・田中所長ほか６２名 

◎施設概要 

木造・平屋建（延床面積…378.02㎡）  

◎関連行事 

同日、道の駅「たろう」内において、たろちゃん協同組合主催による「田

老地区商店“復興祭”」を開催予定。 

 

問い合せ 市水産課 水産振興係（☎６８－９０９９） 

 

  



 

8 

資料５ 日本野球機構主催「野球教室・審判教室」について 

 

趣旨・ 

目的 

プロ生活を長年経験した一流スポーツマンや審判員とふれあうことで、

夢や元気を与えてもらい、野球の普及・振興のみならず地域でのスポーツ

の輪を広げるとともに、青少年の健全育成につなげることを目的として行

う。 

日時 ９月２３日(土) 午前１０時～午後１時 

場所 宮古運動公園野球場（宮古市赤前８－１０－２） 

（雨天時は、会場をグリーンピア三陸みやこ体育館に変更） 

主催など 主催：一般社団法人日本野球機構（ＮＰＢ） 

協力：宮古市、宮古市教育委員会、宮古市体育協会、宮古市野球協会、 

宮古市学童少年野球協会 

内容 ■野球教室（小中学生対象、事前申込終了） 

 ◇講師：石井
い し い

丈
たけ

裕
ひろ

氏（元埼玉西武ライオンズ、投手） 

     北川利之
きたがわとしゆき

氏（元横浜 DeNAベイスターズ、内野手） 

     後藤光
ごとうみつ

尊
たか

氏（元東北楽天ゴールデンイーグルス、内野手） 

     永井
な が い

 怜
さとし

氏（元東北楽天ゴールデンイーグルス、投手） 

     塀内
へいうち

久
ひさ

雄
お

氏（元千葉ロッテマリーンズ、内野手） 

     大須賀
お お す が

允
まこと

氏（元読売ジャイアンツ、内野手） 

■審判教室（保護者等対象、事前申込有り。ただし当日参加も可） 

 ◇講師：井野
い の

 修
おさむ

氏（日本野球機構 野球規則委員） 

 

特記事項 ◎今回の野球教室は、日本野球機構による東日本大震災被災地の復興支援

事業の一環で実施するもの。 

◎復興支援事業として宮古市には、７月 29日に行われたイースタンリーグ

公式戦（楽天 vs DeNA）の際、宮古運動公園野球場に「グラウンド整備車」

が寄贈された。 

問い合せ 市教育委員会 生涯学習課 体育振興係（☎６８－９１２０） 
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資料６ 第４回宮古市長杯スナッグゴルフ大会について 

趣旨・ 

目的 

子どもから大人まで気軽に楽しめるスナッグゴルフを通じて、岩手県の

子どもたちや子どもたちを囲む大人たちの元気につなげていくことを目的

に開催する。 

日時 ９月２４日(日) 午後１時～３時３０分 

 

場所 グリーンピア三陸みやこ芝生広場 

 

主催など 主催：一般社団法人日本ゴルフツアー機構、一般社団法人日本高等学校ゴル

フ連盟 

共催：宮古市 宮古市教育委員会 

 

内容 ■市内の小学校２年生から６年生を対象としたスナッグゴルフ大会をグリ

ーンピア三陸みやこ敷地内の芝生広場特設コース（９ホール）で実施する。

※ 事前申込が必要 

 

特記事項 ◎平成２６年から開催された大会で今回が４回目。 

【過去の開催実績】 

・第１回大会(平成２６年５月１８日、場所：ふれあい公園)参加２４人 

・第２回大会(平成２７年８月２２日、場所：ふれあい公園)参加２８人 

・第３回大会(平成２８年９月３日、場所：グリーンピア三陸みやこ)参加

１６人 

 

問い合せ 市教育委員会 生涯学習課 体育振興係（☎６８－９１２０） 
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資料７ 陸中秋紀行 2017「宮古秋刀魚
サ ン マ

フェスタ」について 

 

趣旨・ 

目的 

サンマを活用したイベントを行うことで、「宮古のサンマ」を PRし、販

路や消費拡大及び観光客の誘致を図る。 

 

日時 ９月２４日(日) 午前９時３０分～午後２時３０分 

 

場所 宮古市魚市場特設会場 

 

主催 一般社団法人宮古観光文化交流協会 

 

内容 会場に用意した炭火の焼き台で、参加者が自らサンマを焼いて、アツア

ツのサンマを味わってもらう。 

■主なイベント内容 

◇サンマお振る舞い（先着 1,000名） 

◇サンマつかみ捕り（参加料 500円、先着 20名×４回） 

◇もってけサンマダーツ大会（参加料 500円、先着 15名×２回） 

◇大根早おろし大会（参加無料、先着 10名） 

 ほか 

 

特記事項 ◎宮古駅と会場を結ぶ「無料シャトルバス」を運行。 

 

問い合せ 一般社団法人宮古観光文化交流協会（☎６２－３５３４） 
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資料８ 海上自衛隊多用途支援艦「すおう」入港について 

 

趣旨・ 

目的 

海上自衛隊多用途支援艦「すおう」が９月２９日(金)に入港し、１０月

２日(月)に出港するまで藤原ふ頭に停泊。期間中の土・日の２日間、市民

に一般公開される。 

 

日時 （入港）９月２９日(金)午前８時 

（出港）１０月２日(月)午前８時 

 

場所 宮古港藤原ふ頭 Ｆ７バース 

 

内容 ■歓迎式典 ※入港の翌日 

９月３０日(土)午前１０時 

■一般公開（無料。申し込み不要） 

９月３０日(土)午前１０時３０分～１１時３０分、午後１時～３時 

 １０月１日(日)午前９時～１１時、午後１時～３時 

 ※両日とも最終受付時間は午後２時４５分 

■一般公開と同時開催 

 車両などの展示、グッズ販売、自衛隊広報活動 

 

特記事項 ◎「すおう」の概要 

 全長 65ｍ、全幅 12ｍ、排水量(満載時) 1400トン、乗員 40人 

◎艦艇の入港実績 

平成２５年 ７月 護衛艦「まきなみ」、「すずなみ」（来場者 6,341人） 

平成２６年 ８月 潜水艦「うずしお」      （来場者 4,246人） 

平成２７年 ７月 掃海艇「えのしま」、「ちちじま」（来場者 1,612人） 

同 ９月 多用途支援艦「えんしゅう」  （来場者  741人） 

同１１月 試験艦「あすか」       （来場者 2,118人） 

平成２８年 ９月 水中処分母船「ＹＤＴ２号」   （来場者  430人） 

 

問い合せ 市危機管理監 危機管理課 防災係（☎６８－９１１１） 

自衛隊岩手地方協力本部 宮古地域事務所（☎６３－３８８１） 
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資料９ 第２３回宮古市産業まつりについて  

 

趣旨 

目的 

宮古市の地域経済を支える各団体、企業等が一同に会し開催する。 

地域生産物の販売や製品・活動展示などを通じ、地域産業への理解を深め、

生産意欲の向上を図ることを目的とする。 

 

日時 ９月３０日(土)午前１０時～午後５時 

       （オープニングセレモニー 午前９時３０分～） 

１０月１日(日)午前１０時～午後３時３０分 

 

場所 市民総合体育館（宮古市小山田二丁目１－１） 

 

主催 宮古市産業まつり実行委員会 

 

内容 ■販売、展示 

 特産品、地場産品の販売、姉妹都市等物産展、企業紹介など 

■イベント 

 オープニングセレモニー、ステージイベント、お楽しみ抽選会など 

■共催事業 

 地産地消まつり、小中学生ものづくり体験教室、つどいの広場「すくすく

ランド」 

 

特記事項 ◎出店者数 

１２１団体（販売８２、展示３９）が参加。例年並み。 

※昨年の第２２回は（平成 28年 9月 10日・11日開催）は、台風１０号豪

雨災害の影響もあり、９４団体の参加であった。 

◎内容詳細 

９月下旬にチラシとともに報道機関へ情報提供予定 

 

問い合せ 宮古市産業まつり実行委員会 

（市産業支援センター産業支援係内 ☎６８－９０９２） 

 

 


